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1. はじめに 

コーパスを英語教育に利用する手法のひとつに，デ

ータ駆動型学習（Data-driven Learning: DDL）がある。

DDL とは，「自分で英語の語句や文法の規則を発見す

る学習」であり，中学・高校で経験したことのない「新

鮮な学習方法」であるとして，大学一般英語授業にお

いて語彙や文法の指導方法のひとつとしてその教育効

果が実証されている [1]。また，DDL を利用した学習者

の肯定的な評価も 2005 年より継続して報告されてい

る [2]。  

DDL では，英語学習者がコーパスから検索ツールを

使ってターゲット語を検索し，豊富な言語使用例を見

てことばの規則を発見して学んでいく。筆者らは，主

に英語習熟度があまり高くない学習者を対象とした

DDL の推進を目指して，適切な難易度の英語例文を集

積した教育用例文コーパスをウェブ上で文法項目別に

日本語訳とともに自由に閲覧・学習利用・ダウンロー

ドできる学習支援ツール Sentence Corpus of Remedial 

English（SCoRE）を 2012 年より開発し [3]，第二次開

発版（図 1）を http://score.lagoinst.info/より公開してい

る。本稿では，SCoRE の機能を中心に述べる。  

 

 

図 1  SCoRE のトップページ  

2. SCoRE（第二次開発版）の 4 つのツール 

SCoRE（第二次開発版）では，受動態，現在完了，

関係詞節，仮定法などの 11 の文法項目と，それぞれの

項目についての初級・中級・上級の英文 5,863 文が日

本語対訳ともに公開されている。  

SCoRE には，1) パターンブラウザ，2) コンコーダ

ンス，3) 空所補充問題，4) ダウンロード，という 4

つの学習支援ツールがある。それぞれのツールは，

SCoRE のトップページや画面右上の「ツールの切り替

え」メニューで切り替えて利用できる。各ツールのそ

れぞれの機能と特徴によって，一般的な英語の語彙・

文法学習における「提示→理解→練習→産出」のいず

れの段階においても活用でき，教師の教材作成や学習

者の自学自習に役立つ。  

2.1 パターンブラウザ 

パターンブラウザ（図 2）は SCoRE に含まれる文法

項目，キーワード，例文のすべてのデータを閲覧でき

るツールである。学習者・教師は，パターンブラウザ

の画面から，見たいあるいは欲しい例文の文法パター

ン（左列の文法パターンパネル），キーワード（中列の

キーワードパネル），難易度レベル（左下のボタン）を

それぞれクリックしていくことによって，目指す例文

を容易に探し出すことができる。  

大規模な英語習熟度調査によると，高等学校卒業生

の約 7 割が英検準 2 級レベルに達していないという  

[4] [5]。そこで，SCoRE の主要な対象者は高等学校卒

業生で英検 3 級～4 級程度の「初級」レベルの学習者

に設定された。図 2 に示すパターンブラウザの左側の

文法項目パネルには，上述の対象学習者が苦手とする

文法項目の調査に基づいて特定された [6]，「不得意文

法項目」を階層構造で表示する。パネル下のボタンで

例文の難易度レベル（初級・中級・上級・すべてのレ

ベル）が選択できる。  
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図 2 SCoRE のパターンブラウザ画面  

 

図 2 の中央のパネルに各文法項目に対応するキーワ

ードが表示される。各文法項目に対応する高頻度動詞

などのキーワードは，SCoRE の対象学習者に対応する

レベルと推定された 3,000 万語の英文ソース・コーパ

スから抽出されたものである。  

図 2 の右側のパネルに各キーワードについて，レベ

ルごとに標準で 10 文の英語例文が示される。SCoRE

の英語例文の難易度レベルは，「文長」と「語彙習得学

年」に基づいて区分されている。初級は 8 語以内の文

で，米国の語彙習得学年の 1～2 年生の語彙を用いて作

成され（ e.g. What is it called?），中級は 5 語から 11 語

以内の文で， 1 年～3 年生の語彙を用い（ e.g. My little 

brother was called Tommy by his friends.），上級は 9 語

以上の文で， 4 年生以上の語彙を含むことを基準とし

た （ e.g. She has been called a genius by her 

contemporaries.）[7] [8]。難易度レベルを選択できるこ

とによって，たとえば，教室内での学習者の英語習熟

度に個人差がある場合の学習支援に利用できる。  

SCoRE では，日本人学習者にとって必要性の高い文

法項目に対応する英語例文を英語母語話者が作例し，

日本語対訳が人手で付けられた [9]。英語例文を新たに

作成する理由のひとつは，英文ソース・コーパスから

抽出された英文は著作権が存在するため，教育実践用

に公開することは不可能であったからである。そこで，

英語教育経験のある英語母語話者が，ソース・コーパ

スから抽出した英文などをモデルにして，簡潔で自然

なオリジナルの英語例文を作成した。このような手順

を踏んだ理由は，英語学習には学習者がターゲットと

する文法項目を明確に認識できるクリアな例文が必要

なこと，例文の真正性（modified authenticity） [10]を

可能な限り担保するためである。  

2.2 コンコーダンス 

図 3 に示すコンコーダンスは，SCoRE の例文を検索

し，結果をコンコーダンス形式で表示するツールであ

る。コンコーダンスを活用したタスク解決型の学習が

DDL の真髄であるため，学習者が直感的に使用できる

ようにシンプルなインターフェースを作成した。  

 検索対象とする例文を文法項目・キーワード・難易

度レベルで指定することができる。検索式には通常の

語のほか，ワイルドカードや OR 検索のためのバーテ

ィカルバーを使うことができる。コンコーダンスは，

図 3 のように検索語が中央に縦一列に並ぶ KWIC

（Keyword in Context）形式のほか，センテンス形式で

表示することができる。4 つの「ソート」ボタン（出

現順，左，キーワード，右）をクリックすると，検索

した語句やその左右で並べ替えることができる。「サン

プリング」ボタンをクリックすると，サンプル数を 5，

10，20 から選んで例文を絞り込むことができる。たと

えば，例文を丁寧に観察したり，ノートに書きだした

りする時には，学習者の負担を考慮して検索結果を 5

文に絞ることができる。  

 

 

図 3  SCoRE のコンコーダンス画面  

2.3 適語補充問題（小テスト） 

「テストは学習の方向を左右するもっとも強力な

要因」 [11]と指摘される。学習者のやる気を引き出し

て英語力を伸ばすためには，一連の DDL 学習の「練習」

「定着」という学習ステップのひとつとして小テスト

などの評価用ツールが必須である。図 4 のような空所

補充の問題形式は，明示的な知識獲得のために必要な

学習項目の定着確認方法として有効である [12]。  

「適語補充問題」（図 4）は，SCoRE の例文を利用し

て空所補充問題の作成，出題，採点を行うツールであ

る。実際の指導に合わせて，その機能と表示方法が設

計されている。小テストの対象とする文法項目・キー

ワード・難易度レベルを指定するとキーワードの部分

が適語を補充する空欄になる。自動採点で即時に結果

の知識（knowledge of results: KR）が与えられる。  

図 4 に示すように，指定した文法項目・レベルの例
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文から無作為に抽出した問題が 8 問出題される。授業

での活用を考えて，学習者ごとに異なる問題が出題さ

れないように配慮するとともに，日替わりで別の問題

が出題されることにより何度でも自分のペースで納得

いくまで繰り返し復習することができる。「採点」ボタ

ンをクリックした時にまだ未解答の問題がある場合に

は，採点するかどうかを確認するダイアログが表示さ

れる。正解の結果は大きな赤丸で表示され，不正解に

は解答欄の上方に正解が示される。パネルの下に得点

と出題 ID が表示される。出題 ID は学習者が教師に結

果を知らせる時に得点と一緒に報告するためのもので

ある。  

 

 

図 4  SCoRE の適語補充問題画面  

2.4 SCoRE のダウンロード 

「SCoRE のダウンロード」は，図 5 に示すように，

SCoRE の例文を文法項目とレベルから必要な項目を

選択して，図 6 の Excel ファイル形式でダウンロード

できるツールである。  

SCoRE のデータは，クリエイティブコモンズの「表

示  - 非営利  - 継承  4.0 国際」パブリックライセンス

で提供され，教育目的で使用する限り，その制限は事

実上ないと言ってよい。簡単に例文をダウンロードで

きるので，英語教師が授業で DDL を実施する際，ワー

クシート，小テスト，宿題プリントなどの教材を作成

するのに活用できる。  

前述したように，SCoRE の主要な対象学習者は，高

等学校卒業生の７割が属するとさえ言われる英検 3 級

～4 級相当の「初級」レベル学習者であるが，教育用

コーパスとして，対象レベルの幅を広げて多様なレベ

ルに対応できるように，中級と上級の教育用例文も作

成した。中級，上級の教材は，教師や教材作成者が手

ごたえのある教材を使いたい場合に役立つものである。 

 

図 5 SCoRE のダウンロード画面  

 

 

図 6 Excel ファイル形式のダウンロード画面  

3. 今後の予定  

教育用例文コーパス SCoRE は英語学習者と教師の

ための支援ツールとして，簡潔で自然な英語例文とそ

の日本語対訳文を，文法項目別，レベル別に表示・検

索・学習利用することが可能であり，英語学習者の

DDL や，教師の教材作成時のコーパス利用推進に役立

つと期待されている。  

すでに SCoRE 第二次開発版は実際の授業において

活用が始まり [13]，また教師の教材作成の補助ツール

として広く使われ始めている [14]。今後は，本格的に

SCoRE を DDL 授業実践において試用し，活用方法を

探求するとともに，教育効果を検証していきたいと考

えている。  
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